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1)この取扱説明書をよくお読み下さい。

2)この取扱説明書を保管して下さい。

3)す べての警告にご注意下さい。

4)す べての指示に従つて下さい。フ

5)この楽器を水まわりで使用しないて下さい。

6)楽 器を拭くときは、乾いた布をご使用下さい。

7)楽 器の開田部を基がないで下さい。メーカーの指定する場所に設置して下さい。
3)熱 源の近くに設置しないで下さい。

9)安 全のため、極性のあるプラク
・
、またはアース付のプラクを使用して下さい。

10)電源コートを踏んだり、はさんだりしないで下さい。

11)メーカーの付属品をご使用下さい。

12)メーカー専用のカート、スタント
・
、1三脚、プラケットをご使用下さい。

カートを使用する場合は、転倒防止にご注意下さい。
13)雷の場合や、長く使用しない場合はプラク

・
を抜いて下さい。

14)修理は資格のあるサーと
・
スマンにご相談下さい。電源コードやフ

・
ラク
・
が壊れた場合、

液体がこぼれたり、ものが落ちた場合、雨や湿気にさらされた場合、

通常に操作できない場合、落とした場合古       
…



バイカウントクラシックオルガンについて

現代のクラシックオルガンは、ヨンピュータで制御しております。

電源を入れてから、初期設定が完了するまでに、機種によって違いますが、約10秒かかります。
「カチッ」という音がするまでは、メモリーボタンや、ストップ等には触れないで下さい。、

誤動作を起こすことがあります。
h 
         ↓

もし、誤動作が発生したときは、一度、電源を切り、再度、電源を入れなおしてください。(再起動)
↓

再起動しても、不具合があるときは、リセット(ファクトリーセッテング)をかけてください。

工場出荷時と同じ状態に戻ります。ファクトリーセッテングをかけると、メモリー内容も消えて

しまいますので、必ず別途筆記をお願いします。

リセット方法

コント回―ルセンター(引き出し)の、カーソル上▲と、下▼を押さえた状態で電源を入れます。

リセットが終了するまでに約10秒かかります。必ず、「カチッ」いう音を確認してから、ご使用ください。

その他、取扱説明書に大事なことが書いてありますので、参照してください。

自動演奏装置付 オルガンのフロッピーディスクについて

フロッピーディスクは薄い磁気シートです。高温、多湿、磁気、ホコリ等は避けて保管してください。

録音、再生中に電源を切つたり、イジェクトボタンを押すと、データが消滅することがあります。

必ず、ストップボタンを押してから、次の動作に入ってください。

フロッピーデスクのデータは、パソコンや、別のフロッピーヘの保存をお願いいたします。
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1日重要な注意点

1.1楽器のケア

・オ,レがン本体やコントロール部(ノフ
・
、ストッフ
°
、ホ
・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

・ラプオ、予レヒ
・
、コンピューター、ビ予

'オ
等 強いノイスを出す機器の近くに、オJレがンを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりつぱい場所、また磁気の強い所にオルがンを設置し

ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこぼしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ランか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、ア,レコーJレは決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシー,レト
・
ケーフ
・
,レを使用して下さい。 ケープ,レをはずすときは、必ずコネクター

部分を持つて下さい。またケーフ
・
,レを巻くときは、結んだり、ねじつたりしないで下さい。

・スピーカーヘの接続を確認してから、スイッチをONにして下さい。雑音や危険なピーク信号を

避けることが出来ます。

・長期間オJレがンを使用しない場合は、電源ソケットからプラクを抜いて下さい。

1.2フロッヒ
°一・テ
・
ィスクの注着:点                                      

・

・品質の良いフロッピー・予
・
ィスクをご使用下さい。

・フロッヒ
°―・テ
・
ィスク・ドライプの旺Dが点灯中はフロッピー予

・
ィスクを取り出さないで下さい。

ヘット
・
をいため、磁気予

・―夕を破壊する恐れがあります。

・M S―D O Sス タンダート
・
にフォ
ーマットした3 . 5″フロッヒ

°一・テ
・
ィスク( 7 2 0 K bま た は 1 . 4 4 M b )をご使 用

下さい。

・フロッヒ
°一予
・
ィスクを熱源、磁気を発するもの(コンピューター、ヒ子

・
ォ、スピーカ…等)の近くや、

湿気のある場所、ほこりつぽい場所に保管しないで下さい。    ヽ

・壊れたフロッピー・予
・
ィスクを使用して、フロッピー・テ

・
ィスク・卜
・
ライフ
・
が損傷を受けた場合は、

メーカーは責任を負いません。



７
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2.コントロールと堪差ヤ院

フロントハ
°
ネ,レ

（
フ

“

　

　

　

　

”

1.[PEDA岨ストッフ1 ここには足鍵盤のホ
・
イスとカプラーがあります。

o1/P:Man.Iのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

oH/Pi Man.Hのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

2.[MAN.」ストップ:  ここに1まMAN.Iのホ
・
イスとカプラーがあります。

。lyl Man.Hのホ
・
イスをMan.Iで演奏できます。

3.[MAN.Iロストッフ1 ここにはMAN.Hの ホ
・
イスがあります。

2.2レフトサイト
・・ハ
°
ネル

1 1  
 1 2

ユ |  1 4 1 1 5

[MAN.1 0RCHESTRA]:

Man口1用のオーケストラ・ホ
・
イスです。

[MAN口II ORCHESTRA]:

M a n . I I用のオーケストラ・ホ
・
イスです。

[PEDAL ORCHESTRA]:

足鍵盤用のオーケストラiホ
・
イスです。

4.[POWER]スイッチ:電源スイッチです。

5.[EXT.SPK]スイッチ:

外部スヒ
°一カー用のオンオフスイツチです。

３

注意:カフ
°
ラーはオーケストラホ

・
イスと同時には作動しません。



2.3右サイト
・・ハ
°
ネル

1.[CRESCENDO]LEDハ
・一:

ルッシェント
・
へ
°
夕
・
サレの段階を表示するLEDです。

2.[MAN.I]LEDハ
・一: Man.Iのエクスプレッションヘ

°
夕
・
ル

の位置を示します。

3.[M.BANK]セレクター:8つのメモリーハ
・
ンクに1まシ
・
ェネラル

メモリーと専用メモリーを保存できます。

トータル:48メモリー

この機能は複数のカレカとストが1台のオルがンを使用する場合に便利です。

個々のオルカとストがそれぞれのレシ
・
ストレーションをメモリーできます。

4.[TRANSPOSE刺 セレクター:+5～-6半音の範囲ででチューエンク
・
を変えられます。  

1

5,[K.INV.]LED:キーホ
・
キ
・
インウ
・
アープョンの状態を表示するLEDです。

こ の 機 能 が オンに な る と、ManBIと Man.IIが 逆 転 しま す 。

6.[P.00MB.]LED:ピストン・コンハ
・
イン機能の状態を表示します。この機能が作動中(LEDオン)には

足鍵盤のメモリーがMan.Iのメモリーとカップリンク
・
されます。

つまり、Man,Iの専用オンメモリーがオンになると、自動的に同じメモリーNo口が足鍵盤でも有効になります。

2,4サム・ピストンα)コントロール

1 .シ
・
ェネラル・メモリー:ここにはプェネラ'レ,メモリーがあります。
[MEM司は昇順の送リホ

・
タン、[MEM司は降順の送リホ

・
タンです。

2.専用メモリー プレスティップ60には専用メモリーもあります。Man.I(2A)、Man.I用(2B)、足鍵盤用(20)
専用メモリーでは、そのセクションの設定が可能です。

岬図
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メモリーにはHRというホ
や
タンがあります。これはメモリーを作動させる前のレシ

・
ストレーションにもどす機能を

持つています。

メモリーに保存できるのは次のものです。
一ホ
・
イス(オーケストラホ

・
イス雀「む)

―カフ
°
ラー

ートレミュラント(スヒ
°―ド及び済宋さ含屯〉)   。

一MIDI TOコ ントロール:MIDIソ回、フ
°
ロク
・
ラム・チェンプ、

プェネラザレ・メモリーには、次の機能も保存できます。
一オルカ
・
ン・ソロ

ーエンクロース
・
ド、オートマティックヘ

°
夕
・
ル

3.Sホ
・
タン:メモリー保存用のセットホ

・
タンです。メモリーを保存するには、まずSホ

や
タンを押し、押したまま

保存するメモリーホ
・
タンを押します。

4.Pホ
・
タン:足 鍵盤とのカプラーを作動させるホ

・
タンです。

o[P](4A):1/Pと 同じ機能で、Man.工を足鍵盤とカップリンゲします。

o[P](4B):1/Pと 同じ機能で、Man,Iを足鍵盤とカッフ
・
リングします。

5.[MEM呵 と[MEM司 ホ
・
タン:[MEM司 は昇‖贋のメモリー送リホ

・
タン、[MEM司は降‖贋のメモリー送り

ホ
・
タンです。

6.[M.SOLO]:こ れ は、ManBH(6A),Man.K6B)の MIDI・ソロ機能をコントロ
ールするホ

・
タンです。

この機能を作動させると、MIDIアウトに接続した楽器で、最高音(和音の場合は)のみ、単音で

なります。

注意 :MIDIソ回か ら発信する単音 は、MIDIチャン和レBか ら送 られます。

MIDIチャンネJレの詳細説明はアト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルをご参照ください。

7 . [ E N C ]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、Ma n . Hのへ

°
ダ,レでオルがン全体 のホ

・
リュームをコントロ

ールできます。

8.ETBホ
・
タン:このホ
・
タンを押すと、 トゥッティになります。

トゥッティは変更できます。ホ
・
イスとカプラーを選び、Sを押しながらTを押してください。(Tホ

・
タンの代わりに

TUTTIトウ・ピストンを押してもよいです。)

9.[I咽ホ
・
タン:このホ
・
タンを押すと、Man.Iとカッフ

°
リンク
・
されます。I1/1と同じです。



10.[0.SOLO]オ ルがン・ソロ機能をコントロー,レするホ
・
タンです。

オルがン・ソロとI湾カプラーを作動させると、Man.Iのホ
・
イスをManiで単音(和音の場合は最高音のみ)

で演奏できます。そのときMan.IIは通常通り和音が出ます。

11.EA.P]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、Man.Iの最低音32音で、足鍵盤のホ

・
イスを演奏できます。

このとき、音は低音を優先して、単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

12.フロッヒ
°一予
・
ィスクドライフ

・
:1.44Mb 3.5″フロッヒ

°一使用

13.EC]ホ
・
タン:これはキャンセルホ

・
タンで、ホ
・
イスやカプラーをキャンセルし、HRホ

°
シ
・
ションに戻します。

2.5へ
°
夕
・
ルのコントロール

1.シとネラJレ・メモリー・ビストン:プエネラJレメモリーを作動させるビストンです。

2.ECRESCENDO]へ
°
ダル:このへ

°
ダルを踏み込むと、あらかじめ設定した順にホイスが増えて行き

ます。クレッ光ント
・
の段階はLEDで表示されます。

3.[Mah.I]べ
°
ダルこのへ

°
夕
・
,レでMan.Iのホ

・
リューム・コントローJレができます。

4.EMIDI SuSTAIN]ビストン:オーケストラ・ホ
・
イスのサステインと、CC64を MIDIアウトヘの送信します。

5.ETU百呵 ビストン:トウッティを作動するピストンです。



2.6!鍵盤棚下の接続端子

lEHEADPHONES]ツ ケッ比ヘッドフォンの接続端子です。(フォン・シ
・
ャック)ヘット

・
フォンをつなぐと、

オルがンの音が出なくなります。

注意:ヘット
・
フォンの音を最適にするために、16Ωのヘット

・
フォンを推奨します。

2.[MID]ツケットMIDIインターフェースを持つ楽器の接続に使用する、5ピンのDINプラク
・
用のツケットです。

INは他のMIDIツースから送られた信号を受け、OUTrまプレスティッシ
・
から発信した信号を送り出し、

THRUは INに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

9 - ”
”

向
口

●

3.臣NPU刊 ッケッ比他の楽器で演奏したものを、オルがンのアンプで音を出すための端子です。

(ピン・プャック)音源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.[OUTPU司ッケットアンプを通さない信号を送り出す端子で、アンプ付スピーカーや録音システムヘ

接続するためのものです。

信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

Mastar koyboard.keyboard・
MIDl編le playeL eL

Analog recoRJing tttern,
PCWett boXes,ampmereBL



2.7リア・ハ
°
和レの接続

内部の結線は資格のあるサーヒ
・
スマンだけが行なって下さい。

1 . [ E X T 。+ 1 2 V D C ] : [ M A I N  O U 刊 か E A N T I P H O N A L  O U 刊 へ接続 したスピ
ーカーにD 0 1 2 V を送る

ための端子です。レフトサイト
・
ハ
°
ネ,レにある[EXT.SP畑スイッチで、外部スピーカーのオン・オフができます。

2.[MAIN OU司 部:ここには8個のライン・アウトがあります。最大8個のスピーカーを接続できます。

セントラル・コントロィルユニットを使つて呼び出す、内部のセットアップ機能で、これらのオ
ー予
・
ィオ・アウトプットの

ハ
°
ラメーターをいろいろに変更できます。(ホ

'リ
ューム、予
・
ィレー、イコラーサ

・―)

このようにして、実際のオJレカ
・
ンのウイント
・・チエストの音響にちかずけることができます。

これ らの 1幾台ヒは EXTERNAL OUTPUTS 00NTROLや EXTERNAL V016ES ROUTERと 口平ばれます 。

詳細はアト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルをご参照ください。

警告 !
メインアウトにスピーカとが接続されていないコネクターがある場合、その次コネクターも使えなくなります。

例えば 6が接続されていないと、7、8のコネクターも作動しません。
実際のハ
°
イプの音響に似せるためには、スピーカーをアウトプット・ナンハ

'―
に従つて配置する必要が

あります。アウトプット1のスと
°一カーは一番左端に置き、順に配置します。つまリー番右側には

アウトプット8のスピーカ戸がくることになります。

3 .孤NTIPH O N A L  O U T 3部 :ここには4個のライン・アウトがあります。

ANTIPH O N A L  O U T P U T S  S E t t I N Gの設定に従つて、信号が4つのアウトプットに分けられます。

ここにかかわそ)VOICES ADJUSTや EXTERNAL VOICES ROUTER機 能につい
°
ては

アドハ
・
ンスト・マニュアルに説明してあります。

回      N揮型塾理型動

騨p盆。盈qΩRP錯



4.[INPU刊部:ここには外部機器のアウトフ
・
ット信号を受けて、_オルがンのアンプで音を出すための

インフ
°
ット端子があります。接続は次に通りです。

o[L+(R)]、[可:ステレオのインフ
°
ット端子です。モノの場合は[L+(R河だけを使ってください。

o[MIC]:マ イクロフォンの接続端子です。

o[GAIN]:MICイ ンフ
・
ットに接続された信号を調整するトリマーです。

注意:手鍵盤、足鍵盤、オーケストラホ
・
イスのホ
・
リューム・コントロールは鍵盤棚したのひき出しの中に

あります。Man.III,Man.Iのスウェルヘ
°
夕
・
,レもホ
・
リュ
ームに影響 します。

[MAIN OU刊 とEANTIPHONAL OU刊 は、リアハ
°
和レにあります。

以上のアウトプットに影響しないのは、[GENERA日のトリマーだけです。

リア・ハ
°
ネルてのアウトフ

°
ット揮:普売例

Sub‐WcOrer・ powered boxes
付.e fOr Pedal voices)

掴

掴

③富呂富
口 00 鶴盤g



2.8リモートコントロール(オフ
°
ション)

プレスティッシ
'60に
はリモコンがついています。

リモコンでは、オルがンの全体ホ
・
リュームや、

メイン・シーケンサーをコントロールできます。

1.[START―STOP]:スタート、ストップ、録音、

プレイハ
・
ックに使います。

2 . [ P A U S E ] :フ
・
レイハ
'ッ
クの 途 中 で 、

一
時 的 に

シーケンサーを止めるホ
'タ
ンです。

3 . E A U T O  P L A Y  S O N G ] : こ れ らの 6個のドル は、

フロッピrに保存した、最初の6曲を
[START―STOP]を使わずにプレイA・ックします。

4.[SONG]:フロッピー・予
・
ィスクにある曲を選ぶホ

・
タンです。

5.EVOLUMEl:オルカ
'ン
のシ
・
ェⅢラル・ホ
'リ
ュームを

コントロールするホ
'タ
ンです。

注意:
START― STOPス イッチの LEDは リモコンの予

'―
夕送信を示 しています。それが 点減する

場合はリモコンの電池を交換してください。

電池の交換

リモコンの裏側のネシ
・
をはずして、フ

・
ラスチック・カハ

9‐
を開きます。極性を確認して電池を交換して下さい。

注意: CR1220 3Vリチウム・ハ
'ッ
テリーをご使用下さい。

cover's lodk screw

3 V  I 伍皿

batery

3V止血ium

battery

positive polo(→ お OVe,

negadvc Pole(ぅbe10W

viscount

田図

日 、国 日
A U 「O  P L A Y  t t N e

日 日 日
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3.セントラルコントロールユニット

鍵盤棚下のひき出しの中に、セントラ'レ・コントロール・ユニットがあります。

このクイックがイドでは、基本的な部分の記述をします。詳細な機能や′ヽ
°
ラメーターについてはアト

や
′ヽ
・
ンスト

マニュア,レをご参照下さい。

1.予
・
ィスプレイ:2行40文字の予

・
ィスプレイにオJレがンの諸機能に関する画面を表示します。

2.メニュー選択ホ
'タ
ン:これら4個のホ

・
タンでメイン・メニューを選びます。

o[VOICES]:オルがン・ホ
・
イスに関するホ

・
タンです。

o[SE千 ‐UP]:オJレがンの全体設定を行うホ
'タ
ンです。

o[MIDI&UTILITY]:MIDIインターフエースの設定と、リアーハ
ロ
ネルの接続を設定します。

o[DIS配 :フロッピー・予
・
ィスクとそこに保存されたファイ,レに関する機能です。 

'

3.MIDI TO部 :各手鍵盤と足鍵盤のA.Bチャンネ,レのMIDIノートの送信をアクティフ
・
にする

ホ
・
タンがあります。各ホ

・
タンのLEDは関連するMIDIチャンネJ♭の送信状態を示しています。

o LED on:ノートコードの送信が可能な状態。

o LED otノートコードの送信停止状態。

詳しいMIDIインターフェースの可能性については、アト
・
'ヽ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

中〇
い〇
い〇
い〇

ＡＯ
ＡＯ
ＡＯ
ＡＯ

◎.①◎◎・◎◎◎



4.VOLUMES部 :オルカウ各部の音量を調整するものです。

o[PEDA鴎  足鍵盤のホ
・
リュームコントロール。

o EMAN.□: 第1手鍵盤のホ
・
リューム・コントロール。

o[MAN.IE: 第2手鍵盤のドリューム・コントロール。

o[MAN.II□:第 3手鍵盤のホ
・
リューム・コントローJレ。

o[ORCH]:  オーケストラホ
・
イスのホ
・
リューム・コントロール。

o[REVERB]: リハ
・―フ
・
エフエクトのレヘ

・
ル調整。

5.シーケンサー:プレスティッシ拍0に内蔵されたマルチトラック・シーケンサーの操作ホ
・
タンがあります。

詳しい説明は、アト
・
ハ
'ン
スト・マニェアルをご覧下さい。

o[PLAⅦ :  レコー予
・
ィンク
・
した MIDIシーケンスのプレイA・ックに使 います。

o[RECORD]: レコー予
・
ィンク
・
したMIDlシーケンスのフ

・
レイハ
・
ックに使います。

o EMETRONOM□ : このホ
'タ
ンを短く押すとメトロノームが起動します。

'長 押しすると、メトロノームのセッティンク
・
へ
°―ン
・
が出ます。

o[START― STOP]: MIDIシーケンスのレコー予
・
ィンク
・
やフ
°
レイA・ックのスタート/ストップに使 い,ます。

6.ディスフ
°
レイ・ファンクシヨンコントロールホ

・
タン:これらのホ

・
タンで、カーツル移動、数値設定、へ

°―プの選択、

コンピュニターメッセーシ
・
の確認や拒否を行います。

o EVALU回 : ハ
°
ラメーターの設定に使うエンコーダー。

oカ ーツル 画面のへ
°…シ
・
の中でのカーツ,レ移動に使います。

A、
・
▼にはLEDが付いていて、点灯時は、次へ

°一シ
・
、前へ
°一シ
・
に関連する説明がある

事を示しています。ホ
・
タンを押して、要求されたへ

°一シ
・
を見て下さい。

o[ENTE可 : 機能の内容を表示したり、 予
・
ィスフ
・
レイ上のメッセープの確認に使います。

o[EXrTE: 現在のへ
°―シ
・
から出たり、 予

・
ィスプレイ上のメッセープの拒否に使います。

楽器の電源をオンにすると、予
・
ィスフ
°
レイは次のようになります。

EHttEH掛[_.E増投
TlJ卜II IJ協胃tコ

TEHPER出 田EHTtt E引明撤上

ここには下記のハ
°
ラメーターがあります。

o ENSEMBLE:経 年変化による、各ハ
°
イプ間の整音の微妙な狂いを、3つのレヘ

・
ルでシミュレート

できます。数値は一(完全に調律されている)から8(整音の最大の狂い)

迄になつています。

２



o  T E M P E R A M E N T :  ここではいろいろな時代 と国 々の歴史 的テン
ヘ
°
ラメントを選 ぶ ことが

できます。MEANTONE,CHAUMONT,WERCKMEISTER,

KIRNBERGER,PYTHAGOREAN,VALLOTTIP KELLNERが

入つています。

MEANTONE:8イ 国の純粋な長 3度 (Eb―G/Bb― D/F一A/C― E/G一日/D―畔 /A―C辞/E―G均

使 用できない長 3度 (減4度 )(B―D学/F#一A辞/C#―E#/Ab―C)

ウルフの5度:G#―Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調:C,D,G,A,日bとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

WERCKMEISTER:オルがニスト、楽理学者のアンドレアス・ウ
・
ェルクマイスターの考案になるもので

1600年代後半の卜
←
イツ音楽に向きます。

KELLNER:Herbert Anton Kdher,1938年 フ
・
ラハ生まれ。ウイ

ーン大学で物理 学、

数学、天文学を学ぶ。ハ
・
ッハの「平均率クラウ

・
イア曲集」の研究により、

新しいテンヘ
°
ラルトを確立。18Cの卜

・
イツ音楽、特にハ

・
ッハに向く。

CHAUMONT:6つ の純正な長3度からできています。D―F辞/E―G#/F―A/G―B/A―C井/

C―Eにれはややせまい)。

17C終りから18世紀初頭のフランス音楽に使われます。

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLOTTI Vallottiのテンヘ
°
ラルトは後にイギリスのトマス・ヤングに採用されました。18世紀の

イタリア音楽と、イキ
・
リス音楽に向きます。

KELLNER:ヘルヘ
'ル
トロアントン・ケルナー。1938年フ

°
ラハ生まれ。ハ

・
ッハの平均律クラウ

・
イア曲集の

研究により、1975年に独自の予ンヘ
°
ラメントを考案。18世紀の卜

・
イツ音楽、

特にハ
・
ッハの音楽に向きます。

３



4.オ,レカ
・
ンシ
・
エネラ'レセッティンク

・

中央ハ
°
ネルの [SET―UP]ホ

・
タンを押す と、オルがンのプェネラル

・セッティンク
・
ができます。

画面は次のようになります。

ETREMULANT] [REVERB] [KEYBOARDS SETTING]

[INT,EQUALIZER] EANTIPH.OU刊

A F Cリハ
・―プの あるオ,レがンで は S E T―U Pメニュ

ーは 2へ
°一プにな ります 。

ETREMULANT] [REVERB] [KEYBOARDS SEWING]

[INT.EQUALIZER]

[EXTERNAL ANTIPHONAL OUTPUTS SETTING]

EAFC EFFECT CALIBRATION刊

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

o REVERB  :リハ
・―フ
・
の種類を選べます。AFC付 オルがンでは、カレがンのリハ

・―フ
・
と

AFCのリハ
・―フ
・
のハ
・
ランスを調整できます。

o KEYBOARDS SETTING:手 鍵盤と足鍵盤のハ
°
ラメーターの調整を行う機能です。

o INTERNAL EQUALIZER:オ Jレがン内蔵のイコライサ
・―の調整機能です。

o ANTIPH.OUT/EXTERNAL ANTIPHONAL OUTPUTS SETTING

:リアハ
°
ネルEANTIPHONAL OU刊 の調整機能です。

o AFC EFFECT CALIBRAT10N:AFCリ ハ
・―プの 自動設定機能です。

注意:

INTERNAL EQUALIZER,ANTIPHONAL OUT,AFC CALIBRAT10Nは

アド′ヽ
・
ンスト・マニュアルに説明があります。

各機能を変更する場合は、関連するフィ
ー,レト
・
にカーソルをあて、ENTERを押します。メイン・メニュー

ヘ戻るには、[EXI刊か [SET―UP]を 押 します。
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4.1トレミュラントの設定

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスピードの設定ができます。

[ S E T ―U P ] メニュ
ーか らトレミュラントのフィ

ールドを選 ぶ と、 テ
・
ィスプレ
ーは下記 のようになります。

TREMULANT:  Manual.I   Manual.H

Depth/Speed  16/16     16/1o

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスピードが下段に表示されます。

/の 左側が深さ、右側がスピードの表示です。それらの数値を変えるには、カ
ーツルをその数値に

あて、エンコータ
・―を回します。

必要な変更が終わつたら、EESC]キーを押してSET―UPメニュ
ーに戻り、新しい設定を保存します。

4.2リハとフ
・
の型を選ぶ

ここではリハ
・―フ
・
の3つのタイプを選ぶ事ができます。これらのリハ

・―フ
・
はいろいろな環境に置かれた

オJレがンの響をシミュレートするものです。

中央ハ
°
ネルのリハ
・―フ
・
つまみでリハ

・―プ・レヘ
・
ルを調整できます。

リハ
・―フ
・
タイフ
°
を選 ぶ には、[SET一 UP]メニュ

ーか らREVERBフ ィ
ールト
・
に入 り、ENTERを 押 します。

テ
・
ィスプレイの表示は次のようになります。

REVERBERAT10Ni  typei Cathedral

エンコーダーを回してお好みのリハ
・ニフ
・・タイプを選び、ENTERを押します。

変更を保存したり、[SET―UP]メニューに戻るときは、[ESC]キ
ーを押して下さい。

注意:

オルがン内蔵のりA・―フ
や
は、オーケストラ・ホ

・
イスにも有効です。また、リア・ハ

°
ネルの[INPU刊端子

から入る信号にも有効です。
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AFCリハ
・―フ
・
イ寸オルカ
・
ン

ヤマハが開発したAFC(AcJve Reld Contrd)モシ
・
ュールは革新的なリハ

・―フ
・
システムで、最新の電子音響

技術を駆使して、音の強さ、広がり、音の反響等、リハ
・―フ
・
をより自然なものとしています。

リハ
・―フ
・
を発生させるときに、AFCが 、オルがンを設置した部屋の音響反射をコントロールして、その部屋の

音響特性をきわだたせることになります。

大きな部屋に設置された場合は、 普通のリハ
'一
フ
・
が生む不自然さを避け、小さな部屋に設置され

た場合は、逆に大コンサートホールの音響を得ることができます。

A F C付 の オルがンで は 、通 常 の リハ
・
一
フ
・
タイプ と AF Cリ ハ

'一
フ
・
の ハ
・
ランスを 調 整 す る ことが で き ま す 。

画面表示は次のようになります。

REVERBERAT10N:  typei Cathedral

Norma1/AFC   Balance:40/60    AFC ON

上記表示の上段は2つのリハ
・―フ
・
のハ
・
ランスを示し、下段は現在のAFCの状態を示しています。

一AF 0  0 N :  A F Cシステムが ONに なつています。

―AF C  B U S Y : A F Cシ ステムが予
・―夕処理 中です 。 リハ

・―フ
・
は働きませ ん。 AF 0  0 Nに なる

まで、お待ち下さい。
一AF0 0FF: AFCシ ステムが OFFに な っています 。

必要な変更が終わつたら、[ESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。

4.3手 鍵盤のシ
・
ェネラルセッティンク

・

KEY B O A R D S  S E T I N G機 能には手鍵盤と足鍵盤のメイン・ハ
°
ラメターがあります。

[SE T―UP ]メニューからKEY B O A R D  S E T T I N Gのフィ
ールドに入ると、最初の画面は

RANKS DISTANCE(ア ドハ
や
ンストマニュアルに詳述)です。

そこでカ
ーソルホ
・
タンVを 押す と、PISTON 00MBINEと KEYttORDSINVERS10N

のハ
°
ラメーターに入ります。

KEYttOARDS INVERS10N:disable

MAN,1/PEDAL PISTON COMBINE: disable

KEYBOARD INVERS10Nの 機 能 を使うと、MANコ1とMAN.IIが入れ 変わ ります。
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MAN.1/PEDAL PISTON COMBINEの 機能を使うと、MAN.Iのメモリーを足鍵盤のメモリーにカップリング

できます。つまり、MANコIのメモリーを呼び出すと、足鍵盤のメモリーの同時にアクティフになります。

設定のしかたは下記の通りです。カーツサレを予
'ィ
スフ
°
レーの最初にあて、エンコーダーを回すと、

enableとdisableを変更することができます。

これ ら2つの設 定 は中央ハ
°
ネJレの LE Dで 、[K , I N V ]や、[P . C O M B . ]としてLE D表 示され ます。

さらにカーソルホ
・
タン▼ を押すと、最後の鍵盤設定である、ENCLOSEDと AUTOMATIC PEDAL、

また、トレミュラントの深さとスピート
・
の設定へ進みます。

ENCLOSED,AUTOMATICPEDAL AND TREMULANT

DEPTH AND SPEED STORED IN MEMORIES:NO

EVALUE]エ ンコ
ータとでYESを 選 ぶ と、それ らをメモリ

ーできます。止 める場 合 は NOを 選 びます。

注意:
エンクロース
・
卜
・
とオートマ予ィック・へ

°
夕
・
サレをアクティフ

・
にした場合、キャンセルホ

・
タンを押しても、これら

はキヤンセルされません。

必要な変更が終わつたら、[ESC]キーを押してSET一UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。
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5.レコーテ
・
ィンク
・
とフ
°
レイナ、
・
ック

プレスティッシ
・
60は録音、フロッヒ

°一予
・
ィスクヘの保存、プレイハ

や
ック機能を持つたシーケンサーを内蔵しています。

ここでは録音機能の基本的なことを説明します。詳細はアト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

5.1演奏した出を録音する。

レコーテ
・
ィンク
・・モート
・
に入 るに は、まず フロッヒ

°一・テ
・
ィスクを差 し込 ん でか ら、[R E C O R D ]ホ

・
タンを押 します 。

テ
・
ィスクの読込みが始まると、下記の表示になります。

ネ**Reading disk contentsネ **

Please wait

表示は次のように変わります。

RECORD:NEWSONG Tempo:120  Measi  l

Ped:REC Man.【 REC Man.II:REC Common:REC

次 に、ホ
・
イスと4 Lのコントロ

ー'レをO Nに して、[ S T A R T―S T O P ]を 押 します。

シーケンサーがスタートします。(予備小節(3小節目で弾き始めるとか)をメトロノ
ームで設定できます。)

[START―STOP]ホ
・
タンのLEDが設定した予ンホ

°
と拍子にあわせて点減します。

レコー予
・
ィンク
・
を終 了するには、もう

一
度 [START― STOP]ホ

・
タンを押 します。

画面にはレコーテ
・
ィンク
・
したシーケンス(曲)をセーフ

・
する表示が出ます。またそこに表示された

.MIDファイル名がフロッピーに書き込まれます。

SEQUENCER SAVE:

SONG:SESS10N l,MID 
― Press ENTER to start

カーツJレホ
・
タンでカニソ'レを移動し、エンコータとで文字を選びます。

EENTER]を押せばレコーテ
・
ィンク
・
された曲が保存され、[EXI刊を押せば保存の操作を解除

します。                            
｀

さらにEEXI刊を押せば、メインヘ
°―シ
・
へ戻ります。

注意:
すでに保存してある曲を消さないために、すでに保存してある曲と同じ名前を入力

しないように注意して下さい。同じ名前をセーフ
・
すると、もとものが上書きされます。
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5.2レヨーディンク
・
した曲をプレイハ

・
ックする。

レコーテ
・
ィンク
・
した曲をプレイハ

・
ックするには、フロッヒとを差しこみ、[PLAⅦを押します。

フロッヒとの読込みが始まります。

**井 Reading disk contents*キ ネ

Please wait

予
・
ィスクに保存されているすべてのトラック(.MIDファイル)が表示されます。

ERICSONG=MID SESSIONl.MID RE00RD_1,MID

RECORD_2.MID RECORD_3口 MID

カーツルキーでプレイハ
・
ックしたい出を選び、[ENTER]を押します。

画面は次のようになります。

PLAY:SESS10N l  Tempo:120   Meas:  1

Ped:―一― Man.I:PLY  Man.II:PLY OommoniPLY

[ S T A R T―S T O P ]ホ
・
タンを押す と、プレイハ

・
ックが始まります。

フ
°
レイハ
・
ック中にホ
・
イスを変えたり、シーケンサーと一緒に演奏することも可能です。

プレイハ
・
ック中に[PLAY]を押すとホ

°一ス
・
がかかります。

PLAY:SESS10N I  Tempo:120   Measi  12

Ped:PSE Man.I:PSE  Man.II:PSE Common:PSE

も う い ち ど [ P L A Y ] を 押 す と ホ

°
一
ス

・

が 解 除 さ れ ま す 。

プレイハ
・
ックを止めるには再 び [START― STOP]ホ

・
タンを押 します。

EEXI刊か [PLAY]を 押 せ ばメイン
・メニューヘもどります。

９



6.ホ
・
イス回―カル・オフ

カレがンからは音を出さずに、接続した楽器にMIDI信号を送つて(System Exdus市e)音を出す使い方を

ローカル・オフといいます。

ローカル・オフにするには、[S]ホ
・
タンと[C]ホ
・
タンを同時に押します。すべてのストップがオンになり、

画面は次のようになります。                           ′

"LOCAL 
 ON/OFF STOPS SETTING

ネ**ネ *ネ**ネ ネネ*ネ**ネ *ネネ**ネネ*キ**ネ *ネキネ*ネ*ネネ*ネ**十 *ネ**来 *ネ**

回一加レオフモードにするには、ロー加レオフにしたいストップを押してそのストップのランプを消します。

設定が終わつたら、もういちど[S]ホ
・
ルと[C]ホ
・
タンを同時に押して、設定を保存します。

ランフ
°
点説XT: ローカ,レオンモート

・

ランフ
°
消灯: ローカルオフモート

・

通常の操作で、ローカルオフがアクティフ
・
になつている場合、ストッフ

°
が2回点減してから点灯します。

7.ファクトリーセッティンク
・

ファクトリーセッティンクを行うと、ユーサ
・一が行つた変更がキャンセルされ、すべての設定が

工場出荷時の状態にもどります。

カーツル▲と▼を同時に押したまま、電源をオンにします。下記の画面が現れます。

Factory Setting in Progress
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NOTE:This equipment has been tested and found to cOmply with the limits for a Class B
digital Device,persuant to Part 15 ifthe FCC Rules.These lirコits are designed io provide
reasonable protectiOn against harmfulinterference in a residentialinstattation.This equipment
generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in
accordance with the instru6tion, may cause harrrlful interFerence to radio cOmunications.
HoweveL there is no guarantee thatthe interference wili not occurin a particularinsta‖ation.if
this equipment does cause harmfulinterference to radio ortelevision reception,which can be
deterrninated by turning the equipment off and on,the useris encuraged tO try to cOrrectthe
interference by One or more ofthe foHowing rneasuresi

―   Reorient or relocate the receiving antenna.
―   increase the separation between the equipment and receiveL
―   Connectthe equipmentink〕 an outiet on a circuit diferentfrom thatto which the receiver
is connected`

―   Consuitthe dealer or an experienced Radio/Tv technician for help.

The useris cautioned that any changes or rnodittcation not expressly approved,by the party
responsable for cornpliance could void the user's authottty opearate the equipment,



viscount
Viscount international S.p.A.

Via Borgo n.°68/70-47836 Mondaino(RN),lTALY

Fro,,′raly=TELf θ54イー98イ7θθ ttγじて:θ54イー987052

Fro打,a〃 orrler cOtr,古ガesf TELゴ +39-θ5イ7-9877θθ FA力律+39-θ5イイー987θ52

岳 材A r Lゴθt t a t t s @ y ' S C O W t t r , F r

WEgfん ど中〃螂 、y'SCOり 打卜ogatts,co阿
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